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　更に同氏は既述
の卒均位置より次
の如き三物線軌道
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　この輻射黒占と一
致する火球は從來
あまり見ないし，
Niesl大流星カタ
ログ中に三個ばか
ip略it　一致するも
のがあるが，この
流星群に屡するも
のか否かはあまり
明瞭ではない・
　この流星群と關
聯する彗星につき
ては何等知られて
みないし，出現の
週期性につきても
全く未知の問題で
ある．Biotの指摘
したる西紀七八四
年七月十四日の流
338 水瓶座δ流星群について 天界171
星雨並びに同七一四年七月十九日の流星雨はこの流星群のものとも考へられ
ぬでもないが確かなことは云へない．F．　J．　D．　Arago（1786－1853）は七月下
旬（26日～30日）に流星雨の十数岡ありしことを古記録より述べてみる．
　この流星群の輻射黒占が南方に位することから，ヨーロッパ方面よりは我が
國はよほど恵まれてみるが，南牟球にある槻三者にとっては一暦好條件に置
かれてみる　日本内地，藁濁の槻三者に今年の観測をおすNめするとともに
我南米ブラジルの同志の奮起を望んで筆を旧きたい・（一九三五，五，＋九）
　一x－Mc　Intosh氏は十敏年來流星観測家として活躍されてるる有名な人であ
るが，特に同氏の得られた輻射黙の多い等からして，非常に硯力のすぐれた
人で，所謂微光流星を可成り多く見られてるる様であるe
　謹啓　（前略）
　五月からニケ月ごしに昨年十一月のレオを整理してゐますが（吉井耕・一一君
に手傳ってもらって）流星籔が三千にも上る多敷なので，この月中に整理が
終らぬかも知れません．同一流星も五十個位決定出來そうです．
　いよいよ梅雨に入り観測もあまり出來なくなりました．“南極附近の星岡”
が出門ましたでせうか．
　ブラジルの観測者等によって一・年の後∠ド期が北古訓同様流星藪が多いか
どうかを観測から決定出來る日を待ってるます．前李の方が多いと云ふ理論
もあるので流星数の統計が望ましい事です．南極附近に漸時其の存在するか
否かも重大の事でせうレとに角ブラジルは大切です．
　吉井君が四月より三つ1“き私のうちで糊測に熱中してゐます．拝具
二十二日
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